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 Summary 
 カーボンニュートラルの推進に不可欠なクリティカルミネラルズ（重要鉱物）について、サプライチ

ェーンの強靭化が世界的な課題となるなか、世界の約3割のクリティカルミネラルズが埋蔵されてい

るアフリカ地域に注目が集まっている。 

 アフリカ諸国は、クリティカルミネラルズを通じた経済社会開発を重視しており、投資に際して現地

加工（Local Beneficiation）などを義務付ける動きが加速している。 

 事業検討に際しては、このようなアフリカ諸国の政策意図をくみ取りつつ、官民や湾岸諸国などとの

連携を念頭におくことが肝要。 

 

1． アフリカ地域におけるクリティカルミネラルズの概要 

1-1． 関心が高まるクリティカルミネラルズ 

クリティカルミネラルズ（重要鉱物）とは、国の経済や安全保障に不可欠であり、かつ供給リスクが高

い鉱物資源を指す。定義は国によって異なるが、主要な鉱種と用途は図表1のとおりである。カーボンニュ

ートラルの推進を背景に再生可能エネルギーや電気自動車（EV）の需要が拡大するなか、世界的に関心が

高まっている。 
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クリティカルミネラルズは特定の国や地域に遍在するが、加工工程についても特定の国に集中する傾向

がある（図表2）。そのため各国においては、政情の不安定化や需要の急増にも対応できるよう、サプライ

チェーンを強化する必要があり、クリティカルミネラルズの安定確保は国家の安全保障や外交政策にも関

わる課題と言える。 
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1-2. アフリカ地域における埋蔵量とポテンシャル 

アフリカ地域には、世界のクリティカルミネラルズの約30%が埋蔵しているとされ1、コバルト、銅、白金

族など、世界全体の生産量の過半を担うものもある（図表3および4）。同地域は、探査のための投資が少

ない傾向にあったが、今後探査活動が増え、新たな鉱床が発見される可能性も指摘されている 2。例えば

2025年にも、ガーナでニッケル鉱床、ルワンダでリチウム鉱床がそれぞれ新たに発見されている3。 

 

 

 

 
1 Africa’s critical mineral resources, a boon for intra-African trade and regional integration | United Nations 

Economic Commission for Africa（最終アクセス：2025年12月3日） 
2 Underexplored and Undervalued: Addressing Africa’s Mineral Exploration Gap（最終アクセス：2025年12月3日） 
3 Ghana’s Nickel Discovery in Oti Region: A New Dawn for the Economy and Local Communities（最終アクセス：2025

年12月3日）、Rwanda Strikes High-Grade Lithium with Aterian and Rio Tinto JV（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://www.uneca.org/stories/africa%E2%80%99s-critical-mineral-resources%2C-a-boon-for-intra-african-trade-and-regional-integration
https://www.uneca.org/stories/africa%E2%80%99s-critical-mineral-resources%2C-a-boon-for-intra-african-trade-and-regional-integration
https://www.csis.org/analysis/underexplored-and-undervalued-addressing-africas-mineral-exploration-gap
https://www.modernghana.com/news/1414959/ghanas-nickel-discovery-in-oti-region-a-new-dawn.html
https://furtherafrica.com/2025/07/11/rwanda-strikes-high-grade-lithium-with-aterian-and-rio-tinto-joint-venture/
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1-3. アフリカ地域における開発動向 

アフリカ地域の鉱山開発が本格化したのは植民地時代であり、欧州の宗主国が中心となって展開された。

コンゴ民主共和国（DRC）のコバルトやザンビアの銅、南アフリカの白金族はその過程で開発が進んでおり、

現在に至るまで主要な産出国となっている4。 

アフリカ地域のクリティカルミネラルズへの投資について、主要な国・地域による投資状況の概要は図

表5のとおりである。最大の投資元である中国を米国やEUが追うかたちだが、近年は、脱石油を進める湾岸

諸国が存在感を増してきている。クリティカルミネラルズの獲得は、各鉱種自体の戦略的重要性に加え、

アフリカ地域における影響力の増大にもつながることから、地政学的な要因も含んだ競争状態にあると言

える。 

  

 
4 Mineral Resources of Africa（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://www.worldbank.org/en/topic/extractiveindustries/brief/mineral-resources-of-africa
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1-4. 日本政府および企業の動向 

日本はクリティカルミネラルズの多くを輸入に依存していることから、供給元の多角化は重要な課題で

ある。経済産業省は、2023年に「重要鉱物に係る安定供給確保を図るための取組方針」を公表（2025年6月

に更新）し、「有志国との連携による上流開発プロジェクトの組成・リサイクルを通じた供給源の多角化」

などを今後の政策の方向性として示している5。主要なクリティカルミネラルズに関し、これまで図表6のよ

うな投資が行われてきている。 

 
5 鉱物政策を巡る状況について（経済産業省）（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/seizo_sangyo/mining/pdf/001_03_00.pdf
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2． アフリカ諸国の対応 

2-1. 鉱山開発における課題 

ビジネスと人権リソースセンター（BHRRC）の報告によると、2010年から2024年にかけて、労働者や子ど

もの権利侵害や環境汚染、コミュニティーとの衝突など、クリティカルミネラルズの採掘に際しての問題が

深刻化している。特にDRCとザンビアでの増加が顕著であり、鉱山会社、投資家、現地政府それぞれが環境

と人権により配慮する必要性が強調されている6。 

また、鉱物資源の付加価値化もアフリカ諸国にとって長年の課題となっている。アフリカ地域では、鉱物

資源は原料のまま輸出されることが多いため、クリーンエネルギーに関する技術から生み出される価値の1%

未満しか獲得していないとされる7。クリティカルミネラルズのバリューチェーンをアフリカ域内で構築す

ることは、産業化の推進の観点からも非常に重視されている。 

これらはアフリカ地域の鉱山開発における長年の課題であるが、クリティカルミネラルズへの関心が高ま

 
6 Transition Minerals Tracker 2025: Africa - Business & Human Rights Resource Centre（最終アクセス：2025年12月3

日） 
7 Stepping Up the Value Chain in Africa – Analysis - IEA（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://www.business-humanrights.org/en/from-us/briefings/transition-minerals-tracker-2025-africa/
https://www.iea.org/reports/stepping-up-the-value-chain-in-africa
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るなかで、あらためて対応の必要性が指摘されている。 

2-2. 政策動向 

アフリカ諸国での政策策定においては、55の国と地域が加盟するアフリカ連合（AU）の影響力が大きい。

クリティカルミネラルズに関しては、2-1.のような問題意識のもと、2025年にAfrica’s Green Minerals 

Strategy（AGMS）が策定された。同戦略は、Africa Mining Vision（AMV、2009年策定）の運用方針をクリ

ティカルミネラルズの観点で定めたものであり、再生可能エネルギーに不可欠な鉱物の開発を通じて、地

域の産業化と電化を促進することを目標としている。具体的には、図表7のとおり、産出国での加工

（Local Beneficiation）による付加価値創出や、地域社会への裨益、またESGに配慮した資源管理が強調さ

れた内容となっている。 

 

 

 

主な産出国における政策動向は図表8のとおりである。未加工の鉱石の輸出禁止や、鉱山開発プロジェク

トにおけるフリー・キャリード・インタレスト8の設定、一定の現地調達などが義務付けられている国が多

く、これらはアフリカ地域におけるクリティカルミネラルズの開発に際して不可欠な観点となる。 

 
8 事業から得られる純利益のうち、国が資本出資することなしに獲得できる持ち分 
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2-3. 現地加工の実現可能性 

クリティカルミネラルズの現地加工に際しては、水や電気などのインフラの不備をはじめとする課題に

対応した上で、競争力のある価格を実現できるかが重要となる。イギリスのビジネス・通商省による分析

では、現地加工に際してのMinimum Viable Scale（MVS：事業の成長を継続させるために必要な最小限の事

業規模）は多くの場合2万トン/年とされている（図表9）。例えばグラファイトが豊富なモザンビークでは、

2022年に全世界合計の13％に相当する17万トンのグラファイトが生産されているが9、現地加工は行われて

いないため、MVSの観点からは現地加工のポテンシャルがあると考えられる。 

 
9 Growth Gateway: Investing in critical minerals processing in Africa - GOV.UK（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://www.gov.uk/government/publications/growth-gateway-investing-in-critical-minerals-processing-in-africa
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また、AfCFTA（アフリカ大陸自由貿易圏）の推進により、規模の経済を実現できる可能性も指摘されて

いる。AfCFTAは2019年の運用開始宣言以降、関税譲許表10や原産地規則にかかる交渉が長引き本格運用に至

っていないが、AGMSのなかでは、域内のバリューチェーン構築に向けた基盤となる枠組みと位置付けられ

ている。例えばナミビアでは、リチウムやレアアースの埋蔵が確認されているが、規模の観点から、現地

加工は困難とされている。一方で、同国では大規模なクリーンエネルギー開発の事業が進んでいることか

ら11、将来的には豊富なエネルギーを活用し、周辺国で生産される鉱物を集約加工するハブとなる可能性が

期待されている12。 

 

3． 事業検討に際しての示唆 

3-1. 当面の見通し 

アフリカ諸国の政策動向に対し、中国企業は、製錬のノウハウに加え、2020年にインドネシア政府がニ

ッケルの鉱石での輸出を禁止した際に、いち早く現地加工の体制を構築した経験を有している。また「一

帯一路」構想のもと、アフリカ諸国で多数のインフラ整備を実施してきた経験から、現地加工のための施

設や、関連インフラの整備にも対応することができる。ジンバブエは2027年から未加工のリチウムの輸出

を禁止するが、中国の鉱山会社は、これに対応するべく10億ドル以上の投資を発表している。 

これに対し、米国やEUは、短期的には図表5で示したような重要案件の実施に注力する見通しだが、現地

加工体制の整備、あるいはクリティカルミネラルズの使用を減らすような新技術の開発はいずれも時間を

 
10 対象品目ごとに、関税率を撤廃・引き下げるスケジュールを示した表。ジェトロによると、対象となる54カ国のうち、暫

定的な関税譲許表を公文化しているのは25カ国（2025年10月時点）。 
11 Namibia - Oil and Gas（最終アクセス：2025年12月3日）、Namibia Launches Africa's First Green Hydrogen Plant（最

終アクセス：2025年12月3日） 
12 From ore to more: Mineral partnerships for African industrialisation | ECFR（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://www.trade.gov/country-commercial-guides/namibia-oil-and-gas
https://fuelcellsworks.com/2025/09/19/green-hydrogen/rt-honourable-prime-minister-dr-elijah-ngurare-of-namibia-opens-africa-s-first-integrated-green-hydrogen-plant#google_vignette
https://ecfr.eu/publication/from-ore-to-more-mineral-partnerships-for-african-industrialisation/
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要するため、現地加工推進の潮流は、当面は中国企業に比較優位をもたらす見込みである13。 

3-2. 留意するべきポイント 

以上の状況から、アフリカ地域でのクリティカルミネラルズへの投資に際しては、①AGMSを踏まえた現

地加工や地域裨益への対応、また②他国との連携に留意する必要があると言える。まず①に関して、現状

では民間企業のインセンティブが不足していることから、官民一体となった取り組みが必須となる。シン

クタンクの欧州外交評議会（ECFR）は、EUがクリティカルミネラルズへの投資を促進するに当たり、既存

の取り組みに加え、生産された鉱物の買取価格の保証、法制度の変更に対応する保険などを通じて、民間

企業のリスクとコストを軽減することを提案している14。 

次に②に関し、世界的な獲得競争はありつつも、サプライチェーンの強化の観点では、投資元の各国が

それぞれの強みを生かして連携する必要性が指摘されている。同じくECFRは、例えばUAEについて、アフリ

カ地域への影響力という観点では脅威としつつ、競争か協調かの二者択一ではなく、利害が一致する点で

は柔軟に連携を検討すべきとしている15。 

3-3. 日本企業への示唆 

3-2.で示唆されたアプローチは、日本企業についても当てはまると言える。2025年8月に開催された第9

回アフリカ開発会議（TICAD9）で発表された取り組みのうち、クリティカルミネラルズに関連すると思わ

れるものは図表10のとおりである。 

 
13 Chinese firms will onshore more of their Africa mining - Oxford Analytica Daily Brief（最終アクセス：2025年12

月3日） 
14 Material world: How Europe can compete with China in the race for Africa’s critical minerals | ECFR（最終ア

クセス：2025年12月3日） 
15 From ore to more: Mineral partnerships for African industrialisation | ECFR（最終アクセス：2025年12月3日） 

https://dailybrief.oxan.com/Analysis/DB297587/Chinese-firms-will-onshore-more-of-their-Africa-mining
https://ecfr.eu/publication/material-world-how-europe-can-compete-with-china-in-the-race-for-africas-critical-minerals/
https://ecfr.eu/publication/from-ore-to-more-mineral-partnerships-for-african-industrialisation/
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「ナカラ回廊開発によるグローバル・サプライチェーンの強靭化」のように、政府開発援助（ODA）を動

員し、インフラの整備や人材育成など地域全体の開発を推進する官民連携のアプローチは、AGMSの考え方

と一致するもので、有効と考えられる。 

また「インド洋・アフリカ経済圏イニシアティブ」においては、中東諸国との協働によるアフリカ市場

開拓も重視されている。湾岸諸国の政府系ファンド（SWF）は、規模が大きく、リスク耐性が高い一方で、

クリティカルミネラルズの開発に関してはノウハウが少ない傾向が指摘されている16。そのため、鉱山開発

に関する知見を有する日本企業との相乗効果が見込める場合は、湾岸諸国のSWFとの連携による参画も選択

肢として考えられる。クリティカルミネラルズの開発は様々な不確実性やコストが伴うことから、事業検

討に際してはまずは官民、あるいは他国との連携を図る必要があると言える。 

 

 
16 Critical minerals: Who is IRH, the Emirati newcomer betting on Africa? - The Africa Report.com（最終アクセス：

2025年12月3日） 
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